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評価 説明

1
学校は、学校教育目標の達成に向けて、
組織的に取組んでいる。

A

2
学校は、生徒の生活によく気を配り、問題
に対して組織的に、迅速に対応している。

A

3
教職員は、協力して教育活動に取り組んで
いる。

A

4
教師は、生徒理解に努め、一人一人の生
徒の心の悩みに応えようとしている。

A

5 清掃が行き届き、学校がきれいである。 B

6
学校の施設・設備は安全に管理されてい
る。

A

7
教師は、生徒が興味関心のもてる授業、わ
かりやすい授業を実施している。

B

8
教師は、生徒の基礎・基本の定着に努力
し、学力の向上を図っている。

A

9
生徒は、授業規律をよく守り、落ち着いて
学習に取り組んでいる。

A

10
生徒は、家庭学習の習慣を身につけてい
る。

C

11
学校は、行事等を通じて生徒のやる気を育
てる指導に心掛けている。

A

12
生徒は、ＴＰＯを踏まえ、あいさつや正しい
言葉づかいができている。

B

13
生徒は、きまりや時間を守って生活してい
る。

A

14
生徒は、自他を大切にし、思いやりのある
言動がとれている。

B

15
教師は、自ら手本となり、規範意識を高め
ている。

A

16
教師は、生徒の学校生活が充実するよう
指導している。

A

17
生徒は、体育授業や部活動に意欲的に取
組んでいる。

A

18
生徒は、健康を意識し、自己の健康管理を
意識している。

A

19
学校は、教育活動に関する様々な情報を
積極的に提供し、説明責任を果たしてい
る。

A

20
学校は、保護者や地域と連携・協力し、教
育活動を行っている。

B

（様式）
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学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価する。
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評価項目
自己評価 学校関係者評価委員から

評価（文章表記）

【評価の目安】
　Ａ：よくできている。　　（90%以上）
　Ｂ：概ねできている。　　（85%以上）
　Ｃ：あまりできていない。（70%以上）
　Ｄ：できていない。　　　（70%未満）
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学
校
運
営
全
般

・「知性と品性を磨く学校づくり」の旗印
の下、校長の意を対して、教職員が共通
理解を図って、自主的に考え、組織的に
行動してきた点が、目に見えていたので
評価できる。また、生徒の問題行動や保
護者対応などについては、学年や分掌
を中心として、とても迅速かつ適切に解
決を図ってきたことも組織力の向上につ
ながった。
・日々の生徒への声掛けや働きかけを
基本として、定期的な２者面談やチャン
ス相談など積極的な生徒へのかかわり
ができたため、生徒理解を深めるととも
課題の早期発見や保護者との連携が円
滑に進めるケースが多かった。
・清掃については、昨年度より格段に質
が向上したと評価する教職員が多かっ
たことは成果だが、さらに高い次元を目
指したい。

〇管理職と教職員が協力してより高みを
目指している点は評価できる。
〇生徒のほとんどが、学校生活を楽しい
と思っていることは素晴らしい。
〇生徒のことをよく考え、よく知り、対応し
ていると思う。
〇コロナ禍の中、教職員の不断の努力
により、安全配慮の下、多くの行事が実
施されたことは頭の下がる思いである。
教職員が一丸となって取り組んだ賜物と
とらえている。
〇生徒や保護者への対応にスピード感
をもって取り組む姿勢を継続してほしい。
〇これからも施設環境を整え、明るい雰
囲気の学校づくりを期待している。〇生
徒や保護者のアンケート結果を見ると不
満と不安があるようなので今後に期待し
たい。

学
習

・教職員自己評価や生徒及び保護
者の意識調査では、わかりやすい
授業の実践を評価する割合は高い
が、数パーセントは否定的評価とな
た事実を受け止め、最終的には全
ての生徒が「わかりやすい授業」と
100％の評価を得ることがゴールで
あり、まだ授業改善の余地はあると
した。
・生徒の授業に取り組む姿勢は全
体的によく、さらに向上させたい。
・数年来の課題となっている家庭学
習については、オンライン学習の可
能性と汎用性を含め、引き続き研究
していきたい。

〇先生方の仕事に対する気持ちが教育
活動の成果につながっていると感じた。
〇コロナ禍で授業の中にも制限があるこ
とも含め授業の内容理解に不安を感じて
いることが課題である。
〇タブレットを使った新しい授業を模索し
てほしい。
〇ICTの活用は今後ますます重要となる
ので、先生方のスキルアップ面にも力を
入れていただきたい。
〇家庭学習の習慣を身に付ける指導に
ついて改善していただきたい。

地
域
と
の
連
携

・コロナ禍で、保護者や地域が来校
する機会が制限されたため例年以
上にHP、学校だより、学年だより、
学級通信を通じて、生徒の学校生
活の様子を伝えてきた。本年度は
地域との連携に課題が残った。

〇コロナ禍初年ということで、難し
い部分もあったと思う。
〇生徒のシチズンシップの要請に
努められたい。

規
律
あ
る
態
度

・毎月の「入間野中生の品性を高める行
動目標」および生活目標を明示し、生徒
の学校生活の向上や社会生活における
規範の意識化と実践力の向上に努めて
きた。修学旅行では、３年生が公共の場
では無言行動に努めるなど徐々に成果
を感じ取ることができた。
・生徒集団の中での対人スキルを発達
段階に応じて身につける生徒は多かっ
たが、友達に対するからかいやSNSを通
じた誹謗中傷など、対人トラブルを起こ
したり、それを自分自身で解決したり、
対人関係を修復する力が十分に身につ
かない生徒も複数いるので、次年度以
降の課題となった。

〇SNS上でのトラブルが深刻化し
ていることから、保護者を含めた講
座などを実施してトラブルの被害
者にも加害者にもならないように指
導をお願いしたい。
〇SNSの問題は「どこまで学校とし
て関与するのか」の線引きをする
べきである。
〇教師が範を示すことが大切であ
り、今後も範を示す教師集団で
会ってほしい。

健
康
・
体
力

・年度当初に全学級で保健体育科
が作成した自作教材（動画）を活用
し、感染症対策の学習を一斉に
行ったり、健康教育、感染症対策に
ついて具体的な知識と行動を指導
し、生徒の意識啓発を適宜行ってき
た。「入間野生の新しい生活様式心
得」を浸透させるよう努めた。また、
体育の授業や部活動で体力をつ
け、抵抗力を高めることにも配慮し
た。

〇動画を使った授業等、コロナ禍
の健康管理、感染対策が良くでき
ていた。
〇「ヘルスタイム」に取り組むなど
積極的に健康教育を推進してい
る。
〇新型コロナ感染症対策の取組
はすばらしい。生徒の命を守る取
組を引き続きお願いする。
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